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公益社団法人心の里親会・奨学会事業報告書  

平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日まで 

 

公 1 児童養護施設で生活する児童への支援 

1 文通事業  

   児童養護施設で生活する子どもたちを励ます目的で、札幌市及びその近隣市町村に 

所在する児童養護施設の子どもたちと文通し、実施に当たり必要な研修を次のとおり 

行なった。 

１）文通を希望する子どもたちと会員が、1対 1で、平均１ヶ月１回文通した。 

 平成２９年度の文通実施延回数は約８１５回であった。 

 平成２９年度は、新たに７組の子どもと会員が文通を始め、卒業や退所等により１２ 

 組が文通を終了した。 

２）文通した児童養護施設は次のとおり。 

札幌南藻園、興正学園、羊ケ丘養護園、柏葉荘、ふくじゅ園、 

天使の園、櫻ケ丘学園（以下、「児童養護施設」と言う。） 

※ 平成３０年３月３１日現在の文通児童数は６３人、文通会員数は５８人 

３）文通会員のつどいを次のとおり開催した。  

 文通の現状について話し合い、学ぶため、｢第４２回文通会員のつどい｣を、平成２９ 

年８月３０日(水)、札幌サンプラザで開催した。会員５３人、児童養護施設代表１０ 

人が参加し、問題点や改善を検討した。最後に、総括発表（会員７人、施設代表７人） 

を行い成果を分かち合った。なお、その内容を｢心の里親しんぶん第２２６号（４面）｣ 

に掲載した。 

 

２ 施設訪問事業 

児童養護施設が主催する行事に参加し、子どもたちと交流し、その育成に寄与す 

るため「施設訪問」を行った。実施内容は次のとおり。 

１）札幌南藻園（３日間 １９人） 

南藻園まつり  ９月１８日 ９人      クリスマス会  １２月２３日 ３人 

卒園・卒業生激励会  ３月１０日 ７人    

２）興正学園（４日間 ４６人） 

  新入学児童を祝う会 ４月２２日 ７人 興正フェスタ ９月１０日 １９人 

生活発表会 ３月１１日 １５人  卒園式 ３月１１日 ５人 

３）羊ケ丘養護園（７日間 ２１人） 

家庭塾 ６月１１日 ２人 ７月９日 ３人 ８月２７日 ２人  

９月２４日 １人  １０月１日 ２人 

  園内祭 ９月９日 ７人  クリスマス会 １２月１２日 ４人 



４）柏葉荘（１日間 １０人） 

  柏葉まつり ９月２日 １０人  

５）ふくじゅ園（３日間 ３９人） 

  園内祭 ９月２日 １５人  交流会 １０月１４日 １２人   

キャンドル礼拝 １２月２３日 １２人 

６）天使の園（３日間 ３０人） 

  エンゼル祭 ９月２３日 １２人 メモリアルデイ・交流会 １１月２３日 ８人 

  卒・退園式 ３月２１日 １０人 

７）櫻ケ丘学園（１日間 ２９人） 

  奨学金授与式・交流会 ７月１５日 ２９人 

 

３ 家庭実習事業  

１）平成２９年度は、文通会員宅に文通児童が宿泊して行う家庭実習は行わなかった。 

２）児童養護施設の小学生が、次のとおり、会員宅で一泊二日間のお泊り会を行った。 

内容は、買い物・食事会・レクレーション・絵手紙研修など 

８月７日(月)、８日(火) 興正学園の１１人の児童 先生３人、会員１２人が参加 

８月９日(水)、１０日(木) ふくじゅ園の４人の児童、先生２人、会員８人が参加 

 

４ 新しい出発を励ます会事業  

文通から始まる当法人の支援活動は、奨学金給与や施設訪問活動等を行い、高等学 

校卒業で終了する。児童養護施設を卒園し就職・進学する子ども（卒業の日まで、こ 

の法人の奨学生であった者）を対象に、「新しい出発を励ます会」を開催した。児童の 

これまでの苦労と努力を労い、新しい門出を祝福・激励した。内容等は次のとおり。 

１）開催 平成３０年２月１７日(土)、札幌サンプラザで 

２）参加 卒業生２４人(２９人の内５人は研修等のため欠席)、会員等８４人 

３）内容 来賓祝辞、文通していた卒業生と文通会員とのエピソード紹介 

卒業生の今後の進路や決意の発表、卒業生代表の謝辞 

４）贈呈 新生活を始めるに当たり必要な品物を、当法人・企業・個人から贈呈した。 

（ストッキング、靴下、マグカップ、歯磨きセット等） 

 

５ 小学校入学祝寄贈事業   

児童養護施設に在籍中で、平成３０年４月から小学校１年生に就学する児童に、通 

  学に必要な品物を２月２３日に次のとおり寄贈した。 

１）寄贈品  通学用の靴、筆入れ、鉛筆、消しゴム、靴下、バック 

２）寄贈先  札幌南藻園４人、興正学園３人、柏葉荘５人、天使の園４人、 

櫻ケ丘学園２人   合計１８人 

 

 



６ クリスマスプレゼント寄贈事業  

平成２９年度は、クリスマスの頃、児童養護施設の子どもたちに生活用品を寄贈する 

この事業を行わなかった。 

 

７ 展覧会事業 

児童養護施設の子どもたちが、展覧会に出品する作品制作に努力し、或いは、作文

を書きいろいろなことを見つめるなど、展覧会事業参加を通じ子どもたちが成長する

機会を与えることを目的としてこの事業を行う。併せて、展覧会で大勢の方に子ども

の作品を観て頂き、児童福祉や子どもの教育について、改めて考えて頂く機会になる

ことを期待しこの事業を行う。平成２９年度は次のとおり。 

１）募集と応募  

平成２９年８月、児童養護施設に対し｢絵画展及び書道展並びに作文コンクール｣の 

   開催を知らせ出品を勧めたところ次のとおり応募があった。 

①絵画展  ６６人 ②書道展 ２９人 ③作文コンクール １９人 

２）審査会を開催し優秀作品を選考した。審査員と審査内容は次のとおり。 

①絵画展 平成２９年１０月４日(水)開催。 審査員 阿部 宏行 氏 

優秀作品１８点を選考。 

②書道展 平成２９年１０月６日(金)開催。 審査員 石原 北陽 氏 

優秀作品１２点を選考 

③作文コンクール 審査員 朝倉 賢 氏  

優秀作品３点を選考 

  選考理由を、展覧会場に掲示した他、「表彰式」で審査員が講評、「心の里親しん 

ぶん第２２６号」に掲載した。 

 

３）展覧会開催 

 次のとおり、絵画・書の展覧会を開催した。 

平成２９年１１月１日(水)～６日(月) 札幌市地下街オーロラタウン（全作品） 

４）表彰式開催  

優秀作品の表彰式を次のとおり開催した。 

①開催 １１月１１日(土)、札幌サンプラザで 

②参加 ９５人（受賞者 ３３人 会員他 ６２人） 

③内容 表彰、お祝いの言葉、入賞者代表の言葉、第一席作文朗読、 

④入賞者に賞状と楯或いはメダルを、選外の子どもには賞状を、そして応募者全員に 

参加賞（文房具、筆、原稿用紙、絵具等）を出賞した。 

 

 

 

 



８ 広報事業 

１）心の里親しんぶん発行 

①発行期日 ２２５号（７月１５日）、２２６号（１月３１日） 

②発行部数 各号とも１，３００部 

③主な内容 実施した事業の報告、法人からのお知らせなど 

④配布先  公共施設、支援者、他 

⑤紙面の変更 第２２６号からＡ４版４頁の全面カラー刷りに変更。理由は、より一 

般読者向けに読みやすい紙面にするためです。 

２）ホームページ 

   内容 法人紹介、活動報告、情報公開、 

 

９ 心の里親フェア開催事業  

児童養護施設を対象に行っている活動を知らせ、支援を求める目的で、次のとおり 

この事業を開催した。 

１）開催 ９月１５日(金)、午前１０時～午後２時３０分  札幌市民ホール会議室 

２）内容 展示、手作り品販売、喫茶、心の里親しんぶん等の配布、 

３）参加 来客等含め約２００人 

 

１０ 活動報告会事業 

以下のとおり、当法人の平成２９年の活動を報告した。 

１）開催 平成３０年１月２４日(水)、札幌サンプラザで 

２）対象 当法人の支援者、当法人の活動に関心がある一般の方 

３）参加 ９０人 

 

 

11 奨学金給与事業 

児童養護施設で生活し、高等学校等で修学する子どもたちに、奨学金を給与した。 

修学にかかる経済的負担を軽減し、勉強や部活に励み、将来を担う立派な社会人にな 

ることを願い、次のとおり行った。 

１）募集 平成２９年３月１４日、児童養護施設代表に平成２９年度奨学生の募集につ 

 いて説明し応募要領と応募に必要な書類を配布した。 

２）選考 ６月２日(金)、奨学生選考委員会を開催、書類審査により応募者１０５人を 

理事会に推薦した。 

３）認定と通知 ６月７日(水)「平成２９年度第２回理事会」で、奨学生応募者１０５ 

人を平成２９年度奨学生として承認し、そのむね通知した。 

 

 

 



４）奨学生  学校は、普通科課程７８人、高等養護学校２７人、 

学年別は、１学年２５人、２学年４５人、３学年３４人、４学年１人、 

（但し、以上の人数には、前年度も奨学生であり、引き続き更新し奨学生になった者を 

含む。） 

５）奨学生認定式・奨学金授与式開催  

①開催 ６月１７日(土)札幌サンプラザで 

②参加 初めて奨学生になった札幌市内と北広島市の児童養護施設の奨学生(１９人)  

③内容 会長訓示、奨学生認定書交付、第一期奨学金の給与 

④櫻ケ丘学園（仁木町銀山）は、７月１５日(土)に当学園で開催  

６）辞退 

児童養護施設から退所により、次のとおり辞退があった。 

 ８月 ２人、１０月 ２人、 １月 ６人  （合計 １０人） 

７）給与 奨学金（年間１人４万５千円）を３期に分割し給与。 

① 第１期給与 ６月１７日（１９人） ２３日（９人）、２４日（５４人） 

７月１５日（櫻ケ丘学園２３人） 

② 第２期給与 ８月２５日（２６人）、２６日（７６人） 

③ 第３期給与 １月２６日（８人）、２７日（８６人）、 

                            給与延人数３０１人  

 

 

 

 

収 1 前売券販売 

この法人への支援をお願いするため、この事業を行なった。 

１）内容 「福祉協賛札幌夏祭り大通ビアガーデン」の前売券販売活動 

２）期間  ６月１日から８月１０日まで 

３）対象  個人、団体、企業 

 

 

（参考） 

全事業の活動延人数と活動延時間（支部活動報告より） 

   公益事業  １，３７２人    ４，２７２時間 


